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永

一

美

は
じ
め
に

　

一
乗
谷
は
戦
国
大
名
朝
倉
氏
が
城
下
町
を
築
き
、
五
代
百
余
年
に

わ
た
り
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
場
所
で
あ
る
。
朝
倉
氏
が
応
仁
・

文
明
の
乱
で
頭
角
を
現
し
、
越
前
一
国
を
治
め
る
大
名
に
な
っ
た
の

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
都
の
戦
乱
で
被
災
し
零
落
し
た
公
家
や
僧
侶
、

職
を
失
っ
た
芸
能
者
・
職
人
た
ち
は
地
方
へ
身
を
寄
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
中
で
も
一
乗
谷
は
、
京
都
に
比
較
的
近
く
多
く
の
知
識
人

や
技
能
者
が
下
向
し
た
た
め
、
こ
の
こ
と
が
一
乗
谷
の
文
化
興
隆
に

大
き
く
影
響
し
た
。
戦
国
期
以
前
か
ら
越
前
の
寺
社
祭
礼
の
場
で
活

動
し
て
い
た
越
前
猿
楽
や
幸
若
舞
な
ど
の
芸
能
者
た
ち
は
、
朝
倉
氏

の
治
政
の
も
と
、
そ
の
愛
顧
を
得
て
、
朝
倉
氏
が
催
す
雅
会
や
祭
礼

な
ど
の
新
た
な
活
動
の
場
を
見
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
や

が
て
一
乗
谷
で
は
朝
倉
文
化
が
醸
成
さ
れ
、
家
臣
た
ち
の
多
く
が
手

猿
楽
を
嗜
む
よ
う
な
芸
能
盛
ん
な
場
所
と
な
っ
た
が
、
朝
倉
氏
滅
亡

後
は
都
市
と
し
て
再
興
す
る
こ
と
な
く
、
城
下
町
を
構
成
し
て
い
た

寺
社
や
町
人
た
ち
も
す
べ
て
谷
外
へ
と
引
っ
越
し
て
い
き
、
短
期
間

の
う
ち
に
谷
間
の
農
村
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。

　

一
乗
谷
は
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
経
た
土
地
柄
で
あ
り
、
城
下
町
の

滅
亡
と
と
も
に
繁
栄
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
文
物

や
記
録
が
失
わ
れ
た
た
め
、
現
在
、
朝
倉
氏
の
時
代
に
端
を
発
す
る

都
市
的
な
祭
礼
や
芸
能
の
痕
跡
は
見
出
し
に
く
い
。
し
か
し
、
一
乗

谷
と
そ
の
周
辺
に
は
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
祭
礼
芸
能
や
年

中
行
事
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
城
下
町
一
乗
谷
と
い

う
土
地
柄
や
、
朝
倉
氏
に
よ
る
文
化
政
策
の
影
響
と
い
う
視
点
か
ら

は
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
一
面
が
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
一
乗
谷
で
継
承
さ
れ
て
い
る
祭
礼
芸
能
・
年
中
行
事

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
由
緒
・
伝
承
の
中
に
、
朝
倉
文
化
の
影
響

が
事
象
と
し
て
表
れ
て
い
な
い
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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一　

越
前
の
祭
礼
芸
能
・
年
中
行
事
の
特
徴

　

ま
ず
初
め
に
、
広
く
越
前
全
体
の
祭
礼
芸
能
・
年
中
行
事
の
概
観

を
ま
と
め
て
み
た
い
。
越
前
の
祭
礼
芸
能
・
年
中
行
事
の
特
徴
を
整

理
し
、
そ
の
上
で
一
乗
谷
の
祭
礼
芸
能
や
年
中
行
事
を
見
る
こ
と
で
、

そ
の
特
徴
や
他
地
域
の
祭
礼
芸
能
・
行
事
と
の
共
通
点
や
違
い
が
捉

え
や
す
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

越
前
の
範
囲
は
福
井
県
の
敦
賀
以
北
と
す
る
が
、
越
前
は
真
宗
王

国
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
浄
土
真
宗
の
影
響
が
色
濃
く
残
り
、
離
接
す

る
若
狭
に
比
べ
て
、
王
の
舞
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
中
世
の
荘
園
を

基
盤
と
す
る
祭
礼
芸
能
や
、
浄
土
真
宗
以
外
の
宗
教
行
事
に
根
差
し

た
芸
能
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
（
（
（

。
し
か
し
、
冬
の
祭
礼
芸
能
・
年
中

行
事
は
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
み
て
も
中
世
的
特

徴
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
実
際
、
現
在
（
平
成
二
十
七
年
）、

福
井
県
で
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
以
下
の
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

①
水
海
の
田
楽
能
舞
［
昭
和
五
十
一
年
指
定
、
民
俗
芸
能
〔
田
楽
〕］

　

②
睦
月
神
事
［
昭
和
五
十
三
年
指
定
、
民
俗
芸
能
〔
田
楽
〕］

　

③�

敦
賀
西
町
の
綱
引
き
［
昭
和
六
十
一
年
指
定
、
風
俗
慣
習
〔
娯
楽
・

競
技
〕］ 

　

④
越
前
万
歳
［
平
成
七
年
指
定
、
民
俗
芸
能
〔
語
り
物
・
祝
福
芸
〕］ 

　

⑤�

糸
崎
の
仏
舞
［
平
成
十
六
年
指
定
、
民
俗
芸
能
〔
渡
来
芸
・
舞
台

芸
〕］

　

①
～
④
は
、
い
ず
れ
も
正
月
神
事
や
新
春
の
祝
福
芸
で
あ
り
、
田

楽
や
猿
楽
・
舞
々
な
ど
の
中
世
芸
能
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
る
こ

と
が
、
文
化
財
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

越
前
の
冬
の
祭
礼
・
行
事
に
は
、
こ
の
他
に
も
、
⑥
国
山
神
事

［
福
井
市
］、
⑦
水
海
の
ば
い
も
し
ょ
［
池
田
町
］、
⑧
能
面
ま
つ
り
［
池

田
町
］、
⑨
大
本
の
み
そ
ぎ
［
池
田
町
］、
⑩
粟
田
部
の
蓬
莱
祀
［
越
前

市
］、
⑪
ご
ぼ
う
講
（
正
月
十
七
日
講
）［
越
前
市
］、
⑫
観
音
さ
ま
の
お

す
す
め
［
勝
山
市
］、
⑬
川
島
の
オ
コ
ナ
イ
［
鯖
江
市
］、
⑭
殿
上
ま
い

り
［
鯖
江
市
］、
⑮
水
落
神
明
社
の
大
雷
子
神
事
［
鯖
江
市
］
な
ど
の

多
様
な
行
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
⑥
・
⑦
の
よ
う
に
田
遊
び

の
芸
能
に
特
徴
が
あ
る
も
の
や
、
⑩
の
よ
う
に
蓬
莱
祀
と
い
う
大
型

の
作
り
物
を
引
き
ま
わ
し
て
町
中
を
練
る
風
流
化
し
た
予
祝
行
事
、

⑧
・
⑬
の
よ
う
に
神
事
や
修
正
会
で
使
わ
れ
て
い
た
能
面
や
追
儺
面

を
開
帳
し
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
、
⑨
・
⑭
・
⑮
の
よ
う
に
み

そ
ぎ
を
し
た
り
餅
ま
き
を
し
た
り
し
て
ケ
ガ
レ
を
祓
う
除
災
招
福
の

意
味
が
強
調
さ
れ
た
行
事
、
⑪
・
⑫
の
よ
う
に
大
食
す
る
直
会
に
特

徴
の
あ
る
行
事
な
ど
、
現
状
の
内
容
に
は
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る

が
、
豊
作
を
祈
る
予
祝
儀
礼
（
オ
コ
ナ
イ
）
や
寺
院
の
修
正
会
・
修

二
会
な
ど
の
儀
式
が
融
合
し
、
意
味
や
目
的
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
伝

承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
中
か
ら
、
中
世
の
法
会
・
神

事
の
様
子
が
文
献
史
料
か
ら
う
か
が
い
知
ら
れ
る
事
例
を
取
り
上
げ
、
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ど
の
よ
う
に
祭
礼
・
行
事
が
変
化
し
た
の
か
を
み
て
み
た
い
。

二　

中
世
越
前
の
正
月
神
事
・
オ
コ
ナ
イ
の
様
相

　

ま
ず
は
、
池
田
町
稲
荷
に
鎮
座
す
る
須
波
阿
須
疑
神
社
に
お
い
て
、

二
月
六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
⑧
の
能
面
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
そ
の

ル
ー
ツ
を
示
す
史
料
「
稲
荷
大
明
神
年
中
行
事
次
第
（
（
（

」〔
天
文
十
九

年
（
一
五
五
〇
）〕
を
あ
げ
る
。

　
　
　

御
稲
荷
大
明
神
之
小
も
り
之
次
第

一
、
月
小
守
ハ
さ
つ
へ
ひ
田
い
の
こ
兵
へ
ニ
有
之
、
五
人
也
、

一
、
正
六
日
ニ
小
守
、
但
其
日
紙
袋
ハ
拙
者
、
か
い
な
さ
し
ハ

惣
中
、
其
内
百
文
ハ
大
夫
分
江
、

一
、
正
十
三
日
御
弓
は
し
め
、
池
田
殿
よ
り
五
斗
御
供
・
五
升

御
三
木
お
り
候
、

一
、
二
は
つ
馬
小
守
、
御
と
う
之
儀
御
公
し
取
指
也
、
若
斟
酌

候
ハ
ヽ
七
度
指
也
、
其
後
さ
か
き
ゆ
く
也
、
は
つ
馬
ニ
ハ

八
か
鬼
に
入
よ
り
米
一
斗
五
升
、

一
、
三
せ
つ
く
小
守
、
く
ら
谷
殿
・
池
田
殿
両
よ
り
御
下
行
、

一
、
四
祭
礼
よ
ひ
之
宮
之
儀
、
御
供
四
斗
二
升
・
指
鯖
拾
五
く

し
・
く
た
之
も
ち
十
五
、
同
た
う
日
ニ
さ
し
い
れ
五
升
樽

一
ツ
、
又
田
は
う
り
よ
り
之
お
り
物
如
此
候
、

一
、
五
五
霊
会
小
守
、
池
田
殿
よ
り
五
斗
御
下
行
、
粽
十
連
御

三
木
料
候
、
五
月
ち
う
し
ゅ
ん
ニ
七
守
仕
候
、
御
庄
内
御

こ
く
之
き
ね
ん
、

一
、
九
七
日
小
守
、
御
稲
荷
九
日
、
又
神
お
く
り
ニ
小
守
、
御

留
事
ハ
神
人
ひ
と
り
ニ
糯
米
一
升
宛
、
神
む
か
ひ
に
ハ
い

の
こ
兵
へ
よ
り
あ
か
り
物
有
之
、

一
、
日
野
御
前
月
小
守
、
ま
へ
ハ
上
夫
料
之
は
つ
お
に
而
三
人

小
守
候
、
然
共
世
上
よ
り
は
つ
お
け
た
へ
候
て
、
く
ら
谷

殿
よ
り
小
守
神
田
立
、
そ
れ
よ
り
五
人
小
守
也
、
七
月
廿

五
日
に
ハ
こ
ま
い
ぬ
の
大
事
お
行
也
、
能
々
口
伝
有
之
、

　
　

天
文
拾
九
年
二
月
廿
八
日　
　

平
梅
田
次
郎
左
衛
門
尉

忠
経
（
花
押
）

　

須
波
阿
須
疑
神
社
は
、
中
世
に
は
稲
荷
大
明
神
と
呼
ば
れ
、
池
田

庄
の
惣
社
と
し
て
栄
え
た
神
社
で
、
年
中
行
事
次
第
に
は
月
ご
と
の

祭
礼
行
事
や
頭
役
・
下
行
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
村
人
に
よ
る
頭

役
の
分
担
と
と
も
に
、
朝
倉
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
領
主
鞍
谷

（
斯
波
）
氏
や
国
人
池
田
氏
が
、
御
供
や
神
田
を
寄
進
し
、
行
事
が

維
持
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
年
中
行
事
の
う
ち
、
正
月

六
日
の
神
事
が
現
在
の
能
面
ま
つ
り
に
あ
た
り
、
天
文
年
間
に
は

「
か
い
な
さ
し
」
の
芸
能
が
行
わ
れ
、
大
夫
に
出
演
料
百
文
が
支
払

わ
れ
て
い
た
。「
か
い
な
さ
し
」
は
、
腕
を
さ
し
伸
ば
す
動
作
か
ら

つ
い
た
呼
称
で
、
翁
猿
楽
・
式
三
番
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近

世
の
地
誌
「
越
前
国
名
蹟
考
」〔
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）〕
に
も
、

小
畠
村　

�
春
日
社　

昔
は
正
月
十
四
日
翁
の
神
事
有
之
、
今
猶
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翁
面
、
舞
面
、
装
束
、
楽
器
有
、

水
海
村　

�

八
幡
社　
（
中
略
）
於
是
ニ
正
月
十
五
日
為
法
楽
、

奏
式
三
番
并
ニ
舞
楽
ヲ
、
以
為
恒
例
ト
、（
中
略
）

稲
荷
村　

�
稲
荷
明
神
社　

池
田
惣
社　
（
中
略
）
例
祭　

正
月

六
日
為
鎮
護
国
家
御
祈
祷
、
行
翁
之
大
事
并
舞
楽
、

正
月
十
一
日
使
隷
名
婦　

之
神
事
、
二
月
初
午
、
四

月
二
之
卯
大
祭
、（
略
）

月
ヶ
瀬
村�

薬
師
堂
に
て
昔
は
正
月
十
三
日
翁
の
神
事
有
し
由
、

面
、
装
束
、
楽
器
等
今
に
伝
来
す
、

志
津
原
村�

志
津
原
村
に
翁
ノ
社
と
云
有
て
、
昔
は
正
月
十
七
日

翁
の
神
事
有
し
由
、
面
、
装
束
今
に
伝
、

と
あ
る
よ
う
に
、
池
田
の
各
村
で
は
正
月
神
事
の
中
で
翁
猿
楽
が
奉

納
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
神
事
に
つ
い
て
「
昔
は
…
」

と
書
か
れ
る
よ
う
に
近
世
に
入
る
と
徐
々
に
廃
絶
し
、
使
わ
れ
て
い

た
能
面
・
装
束
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
っ
た
状
況
が
み
え
る
。
須

波
阿
須
疑
神
社
で
も
大
正
年
間
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
翁

猿
楽
の
奉
納
は
途
絶
え
、
能
面
を
公
開
す
る
現
在
の
よ
う
な
形
へ
と

変
化
し
て
い
っ
た
（
（
（

。

　

池
田
の
正
月
神
事
の
祭
礼
芸
能
は
、
時
代
に
よ
っ
て
「
か
い
な
さ

し
」、「
翁
の
神
事
」・「
式
三
番
」・「
舞
楽
」
な
ど
様
々
な
呼
称
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
水
海
村
八
幡
社
の
式
三
番
・
舞
楽
の
よ
う
に
、
芸

能
部
分
が
「
水
海
の
田
楽
能
舞
」
と
し
て
よ
く
継
承
さ
れ
て
い
る
も

の
や
、
ま
た
、
須
波
阿
須
疑
神
社
や
志
津
原
白
山
神
社
の
よ
う
に
、

年
に
一
度
、
能
面
を
御
開
帳
す
る
行
事
と
し
て
変
化
し
な
が
ら
も

粛
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
前
掲
の
「
稲
荷
大
明
神
年

中
行
事
次
第
」
に
は
、
弓
は
じ
め
・
初
午
・
三
月
節
句
・
御
霊
会
・

こ
ま
い
ぬ
の
大
事
な
ど
の
行
事
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
で

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
年
中
行
事
の
中
で
、
正
月
神
事
が
最

も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
池
田
で
正
月
神
事
が
重

視
さ
れ
、
翁
猿
楽
の
奉
納
が
浸
透
し
て
い
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
中

世
の
越
前
猿
楽
の
活
動
や
天
台
白
山
信
仰
系
の
寺
社
で
の
法
会
・
祭

礼
の
場
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
先

行
研
究
（
（
（

に
拠
る
こ
と
と
し
、
祭
礼
芸
能
を
担
う
越
前
猿
楽
と
彼
ら
が

活
動
す
る
場
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
、
池
田
の
小
堂
や
小
社
に
ま
で

正
月
神
事
が
広
が
っ
て
い
く
背
景
に
あ
っ
た
と
捉
え
た
い
。
ま
た
、

斯
波
新
三
郎
政
綿
袖
判
安
堵
状
（
（
（

〔
永
正
一
六
年
（
一
五
一
九
）〕（
上

島
孝
治
家
文
書
）
に
、

　
　
　
（
花
押
）

池
田
上
庄
之
□（
内
）月
ヶ
瀬
薬
師
堂
之
神
田
之
事

壱
段　
　
　
［お
こ
な
い
田
カ

　
　
　

］

半　
　
　
　

九
日
田

弐
百
文
本　

修
理
田

如
先
之
為
取
沙
汰
、
於
末
代
ニ
不
可
有
相
違
□（

状
）如
件
、

　
　

永
正
拾
六
年
八
月
二
日
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月
か
瀬

恒　

安 

村
人
中
□

と
あ
る
よ
う
に
、
年
中
行
事
の
費
用
や
堂
社
維
持
の
た
め
の
神
田
が

安
堵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
中
世
に
年
中
行
事
が
安
定
し
て
続
け
ら

れ
て
い
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
近
世
以
降
、
神
田
が
な
く
な

る
と
、
新
た
な
費
用
負
担
の
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
存
続
が
厳
し
く

な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
オ
コ
ナ
イ
の
神
田
が
確
保
さ
れ
て
い
た
月
ヶ
瀬
村
の
薬
師

堂
で
あ
る
が
、
前
掲
の
「
越
前
国
名
蹟
考
」
で
は
、
昔
は
正
月
十
三

日
に
翁
の
神
事
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
稲
荷
明
神
社
や
水
海
村
八
幡
社

と
同
じ
く
正
月
神
事
で
翁
猿
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
オ
コ
ナ
イ
は

農
耕
の
動
作
を
ま
ね
て
豊
作
を
祈
願
す
る
予
祝
行
事
で
あ
り
、
近
江

湖
北
の
オ
コ
ナ
イ
の
よ
う
に
、
病
気
や
災
い
を
避
け
る
護
符
と
し
て

苗
代
の
水
口
に
挿
し
立
て
て
用
い
る
牛
玉
宝
印
の
配
布
が
行
わ
れ
る

事
例
が
み
ら
れ
る
。
現
在
、
越
前
の
正
月
神
事
で
牛
玉
宝
印
を
配
布

す
る
事
例
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
中
世
に
は
月
ヶ
瀬
薬
師
堂
で
も
牛

玉
宝
印
が
配
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
斯
波
新
三
郎
政
綿
袖
判
安
堵

状
（
（
（

〔
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）〕（
上
島
孝
治
家
文
書
）
に
み
え
る
（
（
（

。

　
　
（
花
押
）

池
田
庄
於
月
瀬
村
宗
正
名
之
内
壱
石
三
斗
田
地
、
在
坪
甘
酒
前

有
之
、
但
此
内
参
斗
者
、
油
灯
明
ニ
薬
師
堂
へ
毎
月
八
日
出
、

并
牛
玉
正
月
八
日
十
三
日
両
度
ニ
地
下
へ
出
、
残
壱
石
之
米
者
、

為
内
徳
於
末
代
可
進
退
、
仍
不
可
有
相
違
状
如
件
、

　
　

永
正
十
八
年
辛巳 

三
月
十
三
日　

　
　
　
　
　

恒
安
村

　
　
　
　
　

清
覚
左
衛
門
参

と
あ
り
、
正
月
八
日
・
十
三
日
の
両
日
に
、
村
人
へ
牛
玉
宝
印
が
配

布
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
正
月
十
三
日
に
は
、
翁
猿
楽
の
奉

納
と
と
も
に
豊
作
祈
願
の
予
祝
儀
礼
や
牛
玉
宝
印
の
配
布
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
正
月
神
事
の
内
容
に
は
多
く
の
構
成
要
素
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
（
（

。

　

次
に
、
平
泉
寺
・
大
谷
寺
と
並
ん
で
越
前
の
白
山
信
仰
の
拠
点
と

し
て
栄
え
た
大
滝
寺
で
の
正
月
行
事
の
様
子
を
み
て
み
る
。『
大
滝

寺
寺
庫
収
納
田
数
帳
（
（（
（

』〔
文
明
～
大
永
年
間
〕（
大
滝
神
社
文
書
）
に
よ

れ
ば
、

　
　

修
正
月
会
十
日
行
餅
配
分

　
　
　
　

定

大
導
師
別
当
御
房
五
枚
、
岩
神
一
枚
、

院
主
御
坊
一
枚
、
先
達
方
四
人
一
枚
宛
、

法
用
衆
四
人
二
枚
宛
、
夷
二
枚
、

神
明
帳
二
枚
、
農

（
ナ
リ
ワ
イ
）五
枚　

…
中
略
… 

右
意
趣
者
、
奉
為　

天
地
長
久
・
国
土
泰
平
、
特
者
寺
院
繁

昌
・
坊
中
安
全
・
興
隆
仏
法
・
広
作
仏
事
・
法
莚
不
退
・
寺
内

富
貴
、
別
而
両
郷
安
穏
・
諸
人
快
楽
・
養
蚕
如
意
・
五
穀
成
就
、

惣
而
今
夜
入
来
聴
聞
貴
賎
上
下
心
中
所
願
皆
令
満
足
、
故
旨
趣
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如
件
、
…

と
あ
り
、
大
滝
寺
の
修
正
月
会
で
は
、
ナ
リ
ワ
イ
（
農
耕
の
様
子
を

模
し
て
豊
作
を
祈
願
す
る
・
オ
コ
ナ
イ
と
同
じ
）
と
と
も
に
、
オ
コ
ナ
イ

の
餅
が
分
配
さ
れ
て
い
た
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
大
滝
寺
で
は
こ
の

他
に
も
荘
厳
講
や
常
楽
会
・
八
講
会
な
ど
の
法
会
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
修
正
月
会
は
そ
の
意
趣
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
土
泰
平
、
寺

院
繁
昌
・
安
全
・
安
穏
、
養
蚕
・
五
穀
成
就
を
祈
祷
す
る
年
初
の
法

会
で
あ
り
、
罪
を
悔
い
改
め
新
年
を
迎
え
る
最
初
の
法
会
で
あ
る
点

が
他
の
法
会
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
餅
を
分
配
す
る
行
為
は
、
正
月

行
事
の
内
容
が
後
世
様
々
に
変
化
し
て
い
っ
て
も
共
通
項
と
し
て
み

ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
行
事
を
担
う
こ
と
で
序
列
確
認
や
富
（
餅
）

の
分
配
が
果
た
さ
れ
る
意
味
を
持
つ
儀
式
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
雷
子
（
ら
い
し
）
と
呼
ば
れ
る
団
子
を
厄
年
の
人
が
撒

い
て
厄
払
い
す
る
神
事
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
水
落
神
明
社
（
鯖

江
市
）
の
大
雷
子
神
事
（
⑮
）
に
つ
い
て
、
中
世
の
様
子
が
知
ら
れ

る
小
嶋
景
増
書
状
（
（（
（

〔
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）〕（
瓜
生
守
幸
家
文
書
）

を
見
て
み
る
。

正
月
十
七
日
於
御
神
明
を
こ
な
ゐ
の
事
、
町
衆
迷
惑
に
付
而
、

当
年
之
儀
ハ
つ
と
め
申
間
敷
之
由
雖
申
候
、
御
神
之
事
候
間
、

迷
惑
候
共
、
当
年
之
儀
か
た
の
こ
と
く
可
仕
之
由
申
付
候
、
然

者
今
夜
町
衆
罷
出
つ
と
め
可
申
候
、
可
被
成
其
心
得
候
、
於
後

年
当
年
之
引
懸
有
間
敷
候
、
如
先
々
従
来
年
ハ
可
被
申
付
候
也
、

恐
々
謹
言
、

　

永
正
拾
五　

正
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

景（
小

増嶋
）（

花
押
）

　
　
　
　

水
落
祝
彦
九
郎
殿 

　

朝
倉
貞
景
の
奏
者
衆
を
務
め
る
小
嶋
景
増
か
ら
、
正
月
十
七
日
の

オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
、
町
衆
か
ら
迷
惑
に
つ
き
勤
め
難
い
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
が
例
年
通
り
勤
め
る
よ
う
申
し
付
け
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
延
引
が
な
い
よ
う
神
明
社
の
祝
に
伝
え
て
い
る
。
天
文
五
年

（
一
五
三
六
）
の
小
嶋
雪
悦
定
書
（
（（
（

（
瓜
生
守
幸
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、

「
行
米
一
升
宛
之
事
」
と
し
て
、
水
落
の
町
衆
に
オ
コ
ナ
イ
の
米
が

御
神
役
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
オ
コ
ナ
イ
の
費
用
負
担
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
オ
コ
ナ
イ
が
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
中
世
の
水
落
神
明
社
の
オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
、
史
料
か
ら
は
そ

の
内
容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
雷
子
神
事
と
し
て

受
け
継
が
れ
る
中
に
そ
の
残
照
は
垣
間
見
え
、
昔
は
団
子
と
と
も
に

境
内
に
生
え
て
い
る
桑
の
木
を
切
っ
て
そ
の
枝
を
参
拝
者
に
配
布
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
牛
玉
宝
印
を
挿
す
牛
玉
杖
の

名
残
と
思
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
の
祈
願
と
と
も
に
護
符
や
餅
を
配
布
す

る
中
世
的
な
オ
コ
ナ
イ
が
、
厄
払
い
行
事
の
意
味
を
強
め
て
続
け
ら

れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
中
世
の
文
献
史
料
か
ら
、
越
前
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
様

相
を
概
観
し
て
き
た
。
中
世
に
は
一
年
を
と
お
し
て
祭
礼
・
行
事
が
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行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
で
も
正
月
行
事
は
、
い
ま
だ
雪
深
く
春
を
待

ち
わ
び
る
中
で
新
年
を
迎
え
五
穀
豊
穣
を
祈
る
年
初
の
行
事
と
し
て
、

大
滝
寺
な
ど
の
白
山
信
仰
の
寺
社
で
は
盛
大
に
執
行
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
大
寺
社
や
荘
園
の
惣
社
で
行
わ
れ
る
祭
礼
・
行

事
は
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
小
堂
や
小
社
へ
も
波
及
し
、
小
規
模
な

が
ら
神
田
や
村
人
・
町
衆
な
ど
の
負
担
と
い
う
経
済
的
基
盤
が
整
え

ら
れ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
越
前
の
伝
統
行
事
と
し
て
現

代
ま
で
伝
承
さ
れ
た
祭
礼
・
年
中
行
事
も
あ
れ
ば
、
多
く
の
廃
絶
し

た
行
事
も
あ
り
、
ま
た
内
容
や
意
味
を
変
化
さ
せ
て
続
け
ら
れ
て
い

る
も
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
で
、
そ
の
歴
史

的
背
景
や
土
地
柄
・
要
因
が
み
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三　

一
乗
谷
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
現
況　

　

越
前
全
体
の
祭
礼
・
年
中
行
事
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
一

乗
谷
周
辺
で
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
祭
礼
・
行
事
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
。
一
乗
谷
の
場
合
、
朝
倉
氏
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
歴
史
が
祭
礼
や
年
中
行
事
に
ど
の
よ

う
に
影
響
を
与
え
受
け
継
が
れ
た
の
か
を
捉
え
た
い
が
、
同
時
代
の

様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
乗
谷
の
祭
礼
や
行
事
に
つ

い
て
書
か
れ
た
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
前
章
で
試
み
た
よ
う

な
、
史
料
か
ら
祭
礼
行
事
の
源
流
と
祖
型
を
探
り
、
現
状
の
祭
礼
行

事
へ
と
結
び
つ
け
て
読
み
取
っ
て
い
く
方
法
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
ま
ず
は
現
在
の
祭
礼
・
行
事
の
内
容
や
形
態
・
伝
承
な
ど
を
ま

と
め
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
福
井
県
で
は
、
民
俗
芸
能
や
祭
礼
・

年
中
行
事
に
つ
い
て
悉
皆
調
査
が
実
施
さ
れ
、『
福
井
県
の
民
俗
芸

能
』（
平
成
十
五
年
）・『
福
井
県
の
祭
り
・
行
事
』（
平
成
二
十
七
年
）

な
ど
の
調
査
報
告
書
が
出
さ
れ
て
お
り
、
一
乗
谷
周
辺
の
祭
礼
・
年

中
行
事
に
つ
い
て
も
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
調
査
成
果
も
踏
ま
え
概
要
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、
継
承
さ
れ
て
い

る
場
所
に
つ
い
て
は
「
一
乗
谷
祭
礼
・
年
中
行
事
伝
承
地
略
図
」
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

い
ん
の
こ
と

　

一
乗
谷
最
奥
に
位
置
す
る
浄
教
寺
町
で
三
月
初
旬
（
一
日
に
近
い

日
曜
日
）
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
、
男
性
の
み
が
参
加
し
、
餅
つ

き
・
調
理
し
て
小
豆
餅
・
し
し
鍋
な
ど
を
共
食
す
る
。
現
在
は
千
円

の
参
加
費
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
が
、
以
前
は
当
番
制
で
三
月
一

日
に
当
番
宅
で
行
事
を
行
っ
て
い
た
。
浄
教
寺
老
人
会
が
発
行
し
た

『
我
等
の
郷
土
浄
教
寺
』（
平
成
十
四
年
）
に
は
「
犬
の
こ
と
祭
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
区
を
三
班
に
分
け
当
番
の
家
を
定
め
て

行
う
。
区
民
が
そ
れ
ぞ
れ
餅
米
一
升
小
豆
一
合
と
お
膳
を
持
ち
よ
り
、

大
き
な
臼
で
小
さ
い
数
本
の
杵
を
さ
し
て
大
声
で
大
勢
で
歌
い
な
が

ら
搗
い
て
小
豆
餅
に
し
て
に
ぎ
や
か
に
分
け
合
っ
て
食
べ
る
行
事
で

あ
る
。
…
こ
の
よ
う
な
形
で
昭
和
十
二
・
三
年
頃
ま
で
は
続
け
ら
れ
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て
い
た
。」
ま
た
行
事
名
の
由
来
に
つ
い
て
「
朝
倉
時
代
三
里
浜
で

催
さ
れ
た
犬
追
物
で
射
殺
さ
れ
た
犬
の
供
養
の
た
め
で
あ
る
」
と
い

う
話
を
伝
え
て
い
る
。

Ｂ　

お
ご
け
祭
り

　

同
じ
く
浄
教
寺
町
で
三
月
十
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

る
行
事
で
、
女
性
の
み
が
参
加
す
る
。
当
番
の
仕
組
み
は
「
い
ん
の

こ
と
」
と
同
じ
で
、
皆
で
歌
い
な
が
ら
す
り
こ
ぎ
で
餅
米
を
こ
ね
て

牡
丹
餅
を
作
り
共
食
す
る
。
冬
季
に
麻
布
を
織
る
た
め
苧
に
よ
り
を

か
け
る
仕
事
を
こ
の
日
で
切
り
上
げ
、
野
良
仕
事
が
始
ま
る
仕
事
替

の
行
事
と
伝
わ
る
。

Ｃ　

火
祭
り

　

城
戸
の
内
町
で
、
三
月
十
四
・
十
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

『
福
井
県
の
祭
り
・
行
事
』
に
よ
れ
ば
、「
近
く
の
山
か
ら
竹
を
切
出

し
、
そ
の
竹
で
間
口
1
間
半
、
奥
行
3
間
、
高
さ
2
間
程
の
三
角
の

小
屋
組
を
作
り
、
藁
束
で
覆
い
、
張
出
し
や
入
口
部
分
に
太
い
し
め

縄
を
吊
る
し
、
床
に
藁
束
を
敷
く
。
小
屋
内
部
に
正
月
飾
り
や
古
い

お
札
を
括
る
。
十
四
日
の
十
九
時
頃
に
町
内
男
性
と
男
子
が
参
加
し

て
、
暖
を
と
り
軽
食
し
た
り
し
て
過
ご
し
、
二
十
四
時
に
小
屋
に
点

火
し
燃
や
す
。
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
四
月
中
旬
頃
に
行
わ
れ
て
い

た
。
地
区
の
男
子
が
一
乗
谷
河
原
に
小
屋
を
作
り
一
泊
し
、
翌
早
朝

点
火
し
、
田
の
土
手
の
薄
に
火
を
つ
け
て
廻
る
行
事
で
あ
っ
た
。」

と
い
う
概
要
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
の
み
の
参
加
を
厳
守
し
、
女
性

が
小
屋
に
入
る
と
火
事
に
な
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。

Ｄ　

し
た
ん
じ
ょ
う

　

し
た
ん
じ
ょ
う
は
一
乗
谷
奥
の
鹿
俣
町
で
五
月
五
日
に
行
わ
れ
る

行
事
で
、
昭
和
三
十
七
年
に
福
井
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
以
前
は
男
子
だ
け
が
参
加
す
る
祭
り
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
女
子
も
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
猪
を
退
治
し
て
意
気
揚
々

と
引
き
上
げ
る
大
名
行
列
を
模
し
た
行
事
で
、
朝
倉
氏
の
時
代
か
ら

四
百
年
以
上
続
く
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
行
事
名
の
「
し
た
ん
じ
ょ

う
」
は
、
行
列
の
掛
け
声
で
あ
る
「
し
た
に
～
、
し
た
に
～
」
がマンサクの若枝で作られた猪

訛
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

　

行
列
が
引
き
回
す
猪
は
、
山

か
ら
取
っ
て
き
た
若
木
や
柴

（
マ
ン
サ
ク
の
枝
）
で
木
組
み
を

覆
っ
て
作
ら
れ
る
全
長
四
ｍ
ほ

ど
の
大
き
さ
の
作
り
物
で
、

「
し
た
ん
じ
ょ
う
花
」
と
呼
ば

れ
る
ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ
な
ど
の
花

を
集
め
て
飾
り
付
け
た
棒
も
四

本
作
ら
れ
る
。
行
列
は
、
先
駆
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（
露
払
い
）・
ほ
ら
貝
・
大
傘
持
ち
（
花
持
ち
）・
殿
様
・
挟
箱
（
三
ツ

盛
木
瓜
紋
入
り
）・
曳
子
・
猪
か
つ
ぎ
・
尻
尾
持
ち
の
順
で
並
び
総
勢

三
十
余
名
の
列
と
な
る
。
猪
は
大
人
十
人
以
上
で
担
ぎ
上
げ
、
子
ど

も
た
ち
は
揃
い
の
法
被
を
着
て
猪
に
繋
が
る
紐
を
引
い
て
集
落
内
を

練
り
歩
く
。
行
列
は
集
落
の
は
ず
れ
の
堂
山
か
ら
出
発
し
、
村
鎮
守

の
八
幡
神
社
と
最
勝
寺
・
正
覚
寺
を
ま
わ
っ
て
猪
を
捕
え
た
こ
と
を

報
告
し
、
最
後
に
浄
善
寺
の
境
内
で
三
礼
が
終
わ
る
と
、
猪
が
暴
れ

ま
わ
る
動
き
を
し
て
、
そ
れ
を
子
供
た
ち
が
刀
で
た
た
き
壊
れ
る
ま

で
振
り
回
し
、
殿
様
が
太
刀
で
と
ど
め
を
刺
す
、
と
い
う
流
れ
に

な
っ
て
い
る
。

Ｅ　

花
山
行
事

　

一
乗
谷
の
西
側
の
山
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
栃
泉
町
の
登
知
為

て
お
り
、
行
事
の
内
容
に
も
多
く
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
昔
は
男

子
の
み
が
参
加
す
る
行
事
で
あ
っ
た
が
、
少
子
化
の
た
め
、
現
在
は

女
子
や
地
区
外
に
住
む
外
孫
も
参
加
す
る
こ
と
で
行
事
が
維
持
さ
れ

て
お
り
、
乳
幼
児
も
親
に
抱
か
れ
て
参
加
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ガ
な
ど
春
の
花
を
集
め
て
竹
の

棒
の
先
端
に
丸
く
飾
り
付
け
て
自
作
し
た
作
り
物
（
花
山
）
を
持
ち
、

神
社
で
拝
礼
し
た
後
、「
花
山
権
現
」
の
掛
け
声
の
も
と
集
落
内
を

練
り
歩
く
。
再
び
神
社
境
内
に
戻
り
拝
礼
し
た
後
は
、
合
図
と
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
花
山
を
神
社
の
敷
石
に
叩
き
付
け
て
壊
し
、
神

殿
前
の
杉
の
木
の
枝
に
投
げ
か
け
て
残
骸
を
散
ら
か
し
た
ま
ま
で
行

事
は
終
了
と
な
る
。
行
列
の
先
頭
、
中
央
、
後
尾
は
選
ば
れ
た
役
男

が
務
め
、
花
の
編
笠
を
か
ぶ
り
腰
に
刀
を
差
し
右
手
に
指
揮
棒
を

持
っ
て
、「
花
山
権
現
」
の
音
頭
取
り
を
し
て
行
事
の
進
行
役
を
勤

め
る
。
役
男
に
な
る
と
青
年
扱
い
と
な
り
、
翌
年
か
ら
行
事
に
参
加

し
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
子
供
の
成
長
と
火
災
鎮

護
・
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
す
る
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｆ　

戦
国
祭
り

　

朝
倉
五
代
当
主
義
景
の
追
悼
供
養
祭
を
復
活
さ
せ
た
お
祭
り
と
し

て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
義
景
の
命
日
（
八
月
二
十
日
）
に
近
い

八
月
週
末
に
朝
倉
氏
遺
跡
内
の
各
所
で
武
者
行
列
や
火
縄
銃
実
演
・

万
灯
夜
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
る
。
現
在
で
は
楽
器
演
奏
や
象

ツツジなどの花で作られた花山

（
と
ち
い
）
神
社

で
五
月
五
日
に

行
わ
れ
る
行
事

で
、
し
た
ん

じ
ょ
う
と
同
じ

く
昭
和
三
十
七

年
に
福
井
県
の

無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
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棋
大
会
・
演
芸
・
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
な
ど
も
あ
り
一
大
観
光
行
事
と

な
っ
て
い
る
が
、
二
日
間
の
日
程
に
は
朝
倉
氏
の
法
要
や
朝
倉
神
社

例
祭
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
一
乗
谷
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
現
況
に
つ
い
て
Ａ
～
Ｆ
の

事
例
を
概
観
し
た
。
中
に
は
Ａ
や
Ｄ
の
よ
う
に
朝
倉
氏
と
の
由
縁
を

漠
然
と
語
り
伝
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
由
緒
記
録
は
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
中
で
、
朝
倉
氏
へ
と
結

び
つ
け
る
解
釈
と
付
会
が
生
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
章
で
は
戦

国
時
代
の
一
乗
谷
で
の
芸
能
興
隆
の
事
績
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
一
乗

谷
が
ど
の
よ
う
な
芸
能
的
環
境
に
あ
っ
た
の
か
を
整
理
し
、
今
一
度
、

一
乗
谷
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
中
に
、
朝
倉
文
化
に
起
因
す
る
要
素

や
影
響
が
残
っ
て
い
な
い
か
を
み
て
み
た
い
。

四　

一
乗
谷
の
芸
能
興
隆
と
祭
礼
・
年
中
行
事
へ
の
影
響

　

城
下
町
一
乗
谷
の
芸
能
盛
ん
な
環
境
は
、
初
代
朝
倉
孝
景
の
家
訓

「
朝
倉
孝
景
条
々
」
に
あ
る
芸
能
者
育
成
の
方
針
に
よ
っ
て
醸
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
四
座
の
猿
楽
切
々
呼
び
下
し
、
見
物
好
ま
れ
ま
じ
く
候
、

そ
の
価
を
も
っ
て
国
の
申
楽
の
器
用
な
ら
ん
を
上
洛
さ
せ
、

仕
舞
を
習
わ
せ
候
わ
ば
、
後
代
ま
で
然
る
べ
き
か
。

一
、
僧
俗
共
に
一
手
に
芸
能
あ
ら
ん
も
の
他
国
へ
越
さ
れ
ま
じ

く
候
。

　

条
文
で
は
、
大
和
四
座
の
芸
能
者
を
越
前
に
呼
び
寄
せ
て
楽
し
む

の
で
は
な
く
、
そ
の
費
用
を
国
内
の
芸
能
者
育
成
に
あ
て
れ
ば
、
後

世
ま
で
有
益
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
朝
倉
孝
景
が
、
国
を
治
め
る
上

で
才
能
あ
る
人
材
の
確
保
と
育
成
が
重
要
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
表

れ
て
い
る
。
こ
の
方
針
の
下
、
都
で
学
び
朝
倉
氏
の
も
と
で
活
躍
す

る
越
前
猿
楽
が
育
ち
、
ま
た
、
芸
術
や
学
問
に
見
識
の
深
い
公
家
や

僧
侶
た
ち
が
一
乗
谷
を
多
く
訪
れ
る
中
で
、
彼
ら
を
も
て
な
し
歓
待

す
る
場
が
催
さ
れ
芸
能
が
興
隆
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
乗
谷
に
お
い
て
諸
芸
を
嗜
む
文
化
的
土
壌
が
整
っ
て
い
た
こ
と

は
、
当
主
の
館
跡
だ
け
で
な
く
武
家
屋
敷
・
寺
院
・
町
屋
跡
な
ど
か

ら
茶
の
湯
・
立
花
・
聞
香
に
使
う
陶
磁
器
の
道
具
が
豊
富
に
出
土
す

る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
が
、
木
製
品
は
土
中
で
腐
食
し
て
し
ま
い

残
り
に
く
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
家
屋
敷
跡
の
井
戸
内
か
ら
は

「
石
橋
」
な
ど
の
演
目
に
用
い
ら
れ
る
能
面
（
獅
子
口
）
が
一
点
出
土

し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
倉
一
族
の
武
将
朝
倉
景
鏡
の
館
跡
か
ら
は
、

戦
国
時
代
に
流
行
し
た
尺
八
の
一
種
「
一
節
切
」
も
出
土
し
て
お
り
、

文
献
・
考
古
資
料
の
ど
ち
ら
か
ら
も
痕
跡
の
見
出
し
に
く
い
、
一
乗

谷
で
の
芸
能
興
隆
の
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。
面
打
の
系
譜
を
ま
と
め
た
『
仮
面
譜
』
に
も
、

福
来
石
王
兵
衛
正
友
に
つ
い
て
「
越
前
国
一
乗
住
」
と
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
城
下
町
で
猿
楽
を
嗜
む
者
が
多
け
れ
ば
能
面
や
楽
器
な
ど
を

求
め
る
も
の
も
多
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
面
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打
職
人
が
一
乗
谷
に
い
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
足
利
義
昭
の
朝
倉
館
御
成
で
は
、

越
前
猿
楽
と
朝
倉
氏
家
臣
た
ち
総
勢
三
十
余
人
の
出
演
で
十
三
番
の

演
目
を
披
露
し
て
お
り
（『
朝
倉
義
景
亭
御
成
記
』・『
朝
倉
始
末
記
』）、

こ
れ
も
朝
倉
氏
家
臣
た
ち
の
多
く
が
芸
能
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
の

証
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
朝
倉
氏
の
芸
能
者
育
成
は
、
条
文
に
表
れ
て

い
る
よ
う
に
室
町
幕
府
の
御
成
儀
式
や
武
家
の
饗
応
に
お
い
て
好
ま

れ
て
い
た
大
和
四
座
の
芸
能
を
、
越
前
の
芸
能
者
が
習
得
す
る
こ
と

で
在
地
で
も
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、
田
舎
風
の

芸
能
で
は
な
い
武
家
で
愛
好
さ
れ
る
都
の
芸
能
を
越
前
で
普
及
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
化
的
志

向
の
も
と
、
五
代
朝
倉
義
景
は
、
戦
国
時
代
に
は
す
で
に
絶
え
て
久

し
か
っ
た
曲
水
の
宴
や
歌
合
・
犬
追
物
な
ど
を
催
し
た
が
、
こ
れ
に

も
文
化
行
事
の
復
興
を
と
お
し
て
戦
国
大
名
と
し
て
の
権
威
を
示
す

目
的
が
あ
っ
た
。
一
乗
谷
阿
波
賀
に
鎮
座
す
る
春
日
神
社
に
伝
わ
る

縁
起
「
安
波
賀
春
日
之
縁
起
」
に
も
「
美
作
守
氏
景
と
改
名
す
、

（
中
略
）
其
弟
安
波
賀
但
馬
守
茂
景
、
同
若
狭
守
重
景
、
向
駿
河
守

久
景
、
三
段
崎
弾
正
忠
弼
景
い
づ
れ
も
子
孫
相
続
し
て
世
々
春
日
の

神
社
を
敬
す
、
此
時
神
事
能
あ
り
、
表
て
六
番
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、

朝
倉
一
族
が
奉
納
す
る
神
事
能
が
春
日
神
社
で
催
さ
れ
て
お
り
、
朝

倉
氏
が
崇
敬
す
る
寺
社
で
は
法
楽
の
祭
礼
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
の
城
下
町
一
乗
谷
は
芸
能
興
隆
著
し

く
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
祭
礼
や
行
事
が
残
っ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
華
や
か
な
繁
栄
か
ら
滅
亡
と
い
う
大

き
な
変
化
を
遂
げ
た
場
所
で
あ
り
、
芸
能
の
場
と
な
っ
て
い
た
寺
社

や
武
家
屋
敷
は
戦
火
を
受
け
、
祭
礼
行
事
の
主
催
者
で
あ
る
住
民
た

ち
も
皆
逃
げ
出
し
た
た
め
、
そ
の
遺
風
を
伝
え
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
一
度
、
一
乗
谷
の
祭
礼
・
年
中
行
事
を
み
て
み
る
と
、
浄
教
寺

町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
Ａ
い
ん
の
こ
と
、
Ｂ
お
ご
け
祭
り
は
、
皆
で

小
豆
餅
を
食
べ
て
村
落
共
同
体
の
団
結
を
確
認
し
、
冬
か
ら
春
へ
と

切
り
替
え
る
仕
事
初
め
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
越
前
各

所
に
多
様
な
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
正
月
神
事
・
オ
コ
ナ
イ
の
一
種

と
考
え
ら
れ
る
。
越
前
に
は
、
一
章
で
挙
げ
た
⑪
ご
ぼ
う
講
（
正
月

十
七
日
講
・
二
月
十
七
日
実
施
）［
越
前
市
］
の
よ
う
に
、
調
理
か
ら
直

会
ま
で
男
性
の
み
が
参
加
し
て
行
う
も
の
や
、
⑫
観
音
さ
ま
の
お
す

す
め
［
勝
山
市
・
二
月
二
十
日
実
施
］
の
よ
う
に
、
男
性
が
粥
を
つ
く

り
女
性
だ
け
に
粥
を
ふ
る
ま
う
行
事
な
ど
、
共
同
で
調
理
し
共
食
す

る
こ
と
が
主
体
と
な
っ
た
行
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
Ａ
・

Ｂ
と
も
に
本
来
は
春
の
到
来
を
祝
い
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
行
事
と

考
え
ら
れ
、
か
つ
て
は
「
小
さ
い
数
本
の
杵
を
さ
し
て
大
声
で
大
勢

で
歌
い
な
が
ら
搗
い
て
」
い
た
と
い
う
様
子
か
ら
も
、
地
面
を
棒
で

叩
き
大
声
を
出
し
て
大
地
の
霊
気
を
呼
び
覚
ま
す
と
さ
れ
る
オ
コ
ナ
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イ
の
乱
声
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
伝
わ
る
。
車
社
会
と
な
っ
た
現
代
で

は
、
浄
教
寺
は
谷
奥
の
行
き
止
ま
り
に
位
置
す
る
不
便
な
土
地
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
が
、
戦
国
時
代
に
は
、
浄
教
寺
に
は
町
衆
が
い

た
こ
と
か
ら
も
（『
宗
養
発
句
付
句
』
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）、「
浄

教
寺
町
衆
よ
り
夏
菊
を
送
り
て
所
望
」）、
城
下
町
の
経
済
圏
と
し
て

栄
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
山
を
越
え
て
往
来
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
の
時
代
に
は
、
城
下
町
の
玄
関
口
の
ひ
と
つ
と
し
て
機
能
し
て
い

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
浄
教
寺
が
朝
倉
一
族
の
三
段
崎
弾
正
・
同
源

兵
衛
の
屋
敷
跡
（『
越
藩
拾
遺
録 

上
』）
な
ど
朝
倉
氏
ゆ
か
り
の
伝
承

地
だ
け
で
な
く
、
泰
澄
が
最
初
に
開
い
た
と
伝
え
る
白
山
神
社
（『
越

前
国
名
勝
志
』）
や
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
も
越
前
名
産
品
と
し
て

載
る
常
慶
寺
砥
石
の
産
出
な
ど
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
る
以
前
か
ら

の
歴
史
を
蓄
積
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
は

城
下
町
の
都
市
的
な
環
境
に
起
因
す
る
年
中
行
事
で
は
な
く
、
農
村

生
活
の
中
で
の
行
事
と
捉
え
ら
れ
る
。
農
地
の
少
な
い
谷
間
の
集
落

な
が
ら
、
砥
石
や
山
林
資
源
な
ど
も
合
わ
せ
る
こ
と
で
比
較
的
豊
か

な
生
活
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て

行
う
行
事
が
伝
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、「
い
ん
の
こ
と
」

と
い
う
行
事
名
に
つ
い
て
は
「
延
年
（
え
ん
ね
ん
）」
が
な
ま
っ
た
と

の
説
も
あ
る
が
、
正
月
行
事
で
は
豊
凶
作
を
占
う
弓
は
じ
め
や
歩
射

な
ど
の
年
占
神
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、「
射
の
こ

と
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
犬
追
物
と
の
関

係
を
伝
え
る
言
い
伝
え
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
Ｃ
の
火
祭
り
で
あ
る
が
、
城
下
町
の
中
心
部
で
あ
っ
た
城
戸

の
内
町
で
続
け
ら
れ
て
き
た
行
事
で
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
春
の

農
耕
期
前
に
河
原
の
枯
草
を
燃
し
て
病
害
虫
を
駆
除
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
年
籠
り
や
左
義
長
な
ど
も
融

合
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
男
子
が
参
加
す
る
こ
と
で
一
人
前
の

村
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
く
意
味
も
付
加
さ
れ
て
い
る
。
城
戸
の
内

町
は
、
一
乗
谷
の
谷
幅
が
狭
ま
っ
て
い
る
部
分
を
上
・
下
城
戸
で
し

き
っ
た
内
側
部
分
が
そ
の
範
囲
で
あ
り
、
中
央
に
は
朝
倉
当
主
館
が

築
か
れ
、
重
臣
た
ち
の
屋
敷
や
寺
社
・
町
屋
な
ど
が
密
集
し
て
立
ち

並
ぶ
城
下
町
の
中
枢
と
い
う
こ
と
で
、
戦
国
時
代
に
は
田
畑
な
ど
は

全
く
な
い
場
所
で
あ
っ
た
も
の
が
、
城
下
町
滅
亡
後
、
武
士
や
町

人
・
寺
社
す
べ
て
が
引
っ
越
し
て
い
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
跡
が
短
期

間
の
う
ち
に
田
畑
へ
と
変
え
ら
れ
農
村
と
し
て
存
続
し
た
。
さ
ら
に

昭
和
四
十
年
以
降
は
、
戦
国
城
下
町
の
遺
構
が
良
好
に
残
る
遺
跡
と

し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
農
地
の
ほ
と
ん
ど
が
公
有
地
化
さ

れ
、
発
掘
調
査
を
経
て
集
落
を
取
り
込
む
形
で
大
規
模
な
史
跡
と

な
っ
た
。
こ
の
過
程
で
住
民
は
稲
作
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
行
事
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
野
焼
き
の
意
味
も
失
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
行
事
内
容
は
、
農
村
の
年

中
行
事
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
始
ま
り
も
城
下
町
滅
亡
以
後
に
、
城
戸

の
内
に
新
し
く
農
村
集
落
が
で
き
て
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
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次
に
、
Ｄ
の
し
た
ん
じ
ょ
う
と
Ｅ
の
花
山
行
事
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
二
つ
の
行
事
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。

・
五
月
五
日
に
行
わ
れ
る
。

・
山
か
ら
取
れ
る
草
木
で
飾
り
付
け
た
作
り
物
を
作
る
。

・
集
落
内
を
子
ど
も
た
ち
が
練
り
歩
く
。

・
練
行
終
了
後
、
作
り
物
を
打
ち
壊
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
の
祖
型
と
な
る
よ
う
な
祭
礼
が
、
一
乗
谷
か
ら

東
に
足
羽
川
を
遡
り
最
上
流
部
に
あ
る
住
吉
神
社
（
福
井
市
河
内
町
）

で
行
わ
れ
て
い
る
「
じ
じ
ぐ
れ
祭
」（
昭
和
四
十
二
年
福
井
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
）
で
あ
る
（
（（
（

。
五
月
五
日
に
行
わ
れ
る
春
祭
り
で
、
山
か

ら
ブ
ナ
や
シ
デ
の
若
枝
を
集
め
て
き
て
柴
神
輿
を
作
り
、
そ
こ
に
依

代
と
な
る
花
束
を
据
え
て
御
神
霊
を
迎
え
て
社
殿
へ
遷
座
す
る
と
い

う
も
の
で
、
春
に
山
か
ら
神
様
を
里
宮
へ
お
迎
え
す
る
と
い
う
古
い

形
の
祭
り
の
形
を
残
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
神
輿
渡
御
で
は
、
子
ど

も
の
柴
神
輿
と
幼
児
の
持
つ
箒
神
輿
（
ブ
ナ
の
枝
を
箒
の
よ
う
に
束
ね

花
で
飾
っ
た
も
の
）
が
先
導
し
て
柴
神
輿
が
渡
御
し
、
神
社
へ
帰
る
と
、

最
後
は
若
衆
が
柴
神
輿
へ
飛
び
乗
り
、
依
代
の
花
を
奪
い
合
っ
て
終

了
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
、
じ
じ
ぐ
れ
祭
に
は
Ｄ
・
Ｅ
の

行
事
に
み
え
る
共
通
点
が
古
い
形
で
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

じ
じ
ぐ
れ
祭
が
行
わ
れ
る
河
内
町
は
、
藤
原
氏
の
荘
園
小
山
庄
の

範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
荘
園
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
春
祭

り
と
し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
祭
礼
の
発
祥
も
荘
園
が
成
立
し
た
平

安
末
期
に
求
め
ら
れ
る
。
一
乗
谷
も
朝
倉
氏
が
本
拠
と
す
る
以
前
は
、

藤
原
氏
近
衛
家
の
荘
園
宇
坂
庄
に
含
ま
れ
る
土
地
で
、
城
下
町
成
立

以
前
か
ら
宇
坂
庄
の
鎮
守
社
と
し
て
阿
波
賀
春
日
神
社
が
鎮
座
し
て

い
た
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｄ
・
Ｅ
も
そ
の
始
ま
り
は
、
じ

じ
ぐ
れ
祭
の
よ
う
に
荘
園
の
豊
作
祈
願
の
春
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
後
、
Ｄ
・
Ｅ
の
行
事
は
、
神
の
力

が
宿
る
新
緑
の
草
木
で
作
ら
れ
る
神
聖
な
依
代
を
、
花
で
飾
り
立
て

た
り
、
猪
に
見
立
て
た
作
り
物
と
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
風
流
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
礼
の
風
流
化

に
は
、
一
乗
谷
の
都
市
的
な
環
境
が
影
響
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
戦

国
時
代
に
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
こ
と
が
華
や
か
な
行
事
へ
と
変

化
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

特
に
、
Ｄ
の
し
た
ん
じ
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
神
様
を
乗
せ
た
神
輿

の
渡
御
が
、
農
作
物
を
荒
ら
す
猪
を
退
治
す
る
意
味
に
変
化
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
氏
の
系
譜
に
そ
の
ル
ー
ツ
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
五
代
朝
倉
義
景
の
当
代
中
に
作
成
さ
れ
た
「
朝

倉
家
伝
記
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
）
に
は
、
朝
倉
先
祖
の
功
績

と
し
て
朝
倉
高
清
が
猪
を
退
治
し
た
逸
話
が
載
る
。「
時
に
関
東
に

異
相
の
事
出
来
す
。
白
猪
有
り
、
長
七
尺
余
身
縮
じ
む
れ
ば
小
鼠
の

如
く
、
天
翔
け
地
に
入
り
万
民
を
悩
ま
す
。
然
る
と
い
え
ど
も
人
皆

退
治
し
難
く
、
博
士
卜
し
て
曰
く
、
西
国
の
武
士
異
相
の
人
有
り
之

を
退
治
す
べ
し
、
朝
倉
の
高
清
是
れ
也
。
高
清
身
長
六
尺
余
、
色
黒
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五
体
毛
深
し
、
熊
毛
を
も
っ
て
衣
裳
と
な
す
。
即
ち
召
し
出
し
平
ら

ぐ
べ
き
由
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
高
清
御
承
申
す
。
三
七
日
の
御
暇
を
申

し
、
関
東
よ
り
但
州
の
養
父
大
明
神
に
猪
退
治
の
事
祈
り
申
す
。
満

眼
し
神
殿
よ
り
鏑
矢
一
と
て
下
さ
れ
、
是
を
奇
瑞
と
し
て
関
東
に
赴

い
て
安
々
と
白
猪
を
平
ら
ぐ
、
高
清
こ
の
忠
に
よ
っ
て
頼
朝
の
御
赦

面
あ
り
、
為
末
代
の
二
ツ
木
瓜
を
賜
う
。」
と
い
う
よ
う
に
、
関
東

の
人
々
を
悩
ま
せ
る
白
猪
を
退
治
す
る
た
め
朝
倉
高
清
が
占
い
に

よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
、
見
事
退
治
し
源
頼
朝
か
ら
二
ツ
木
瓜
紋
を
賜

わ
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
猪
退
治
が
朝
倉
氏
の
功
績
を
象
徴
す
る
伝

説
と
し
て
戦
国
時
代
か
ら
す
で
に
語
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
高
清
の
猪
退
治
は
、
褒
美
と
し
て
二
ツ
木
瓜
を
賜
わ
っ
た

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
一
ツ
木
瓜
紋
を
用
い
て
い
た
の
が
三
ツ
盛
木
瓜

に
な
っ
た
と
い
う
家
紋
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
。
朝
倉
氏
滅
亡
後

に
、
新
た
に
こ
の
よ
う
な
逸
話
を
行
事
の
意
味
へ
と
結
び
つ
け
る
こ

と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
中
世
か
ら
あ
っ
た
荘
園
の
春
祭
り
が
朝
倉

氏
の
城
下
町
と
い
う
歴
史
を
経
て
風
流
化
し
、
し
た
ん
じ
ょ
う
の
行

事
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

最
後
に
、
Ｆ
の
戦
国
ま
つ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
波

賀
春
日
神
社
の
由
来
や
祭
礼
に
つ
い
て
記
し
た
『
阿
波
賀
由
緒
書
』

に
「
わ
び
ま
つ
り
」
と
し
て
書
か
れ
る
祭
礼
に
関
係
が
み
ら
れ
る
。

一
、
瀧
殿
権
現
社　

義
景
公
口
決
勧
請
ス

　
　
　

�

元
禄
十
年
丑
年
本
社
同
事
建
立
、
瀧
殿
三
所
権
現
ト
云
、

毎
年
八
月
廿
日
祭
礼
、
御
供
御
膳
三
方
、
わ
び
ま
つ
り

と
も
申
す
、
神
霊
遺
恨
宥
す
た
め
、
ち
く
ら
お
き
ど
の

は
ら
い
を
よ
み
と
な
へ
申
由
、

と
あ
る
よ
う
に
、
朝
倉
義
景
の
霊
を
祀
っ
た
瀧
殿
権
現
の
祭
礼
と
し

て
、
命
日
の
八
月
二
十
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
執
行
さ
れ
て

い
な
い
が
、
春
日
神
社
で
は
、
元
禄
十
年
の
社
殿
再
興
の
折
、
滝
殿

権
現
社
が
建
立
さ
れ
、
怨
み
を
残
し
て
死
ん
だ
義
景
の
霊
を
鎮
め
る

た
め
に
わ
び
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
国

ま
つ
り
は
、
現
在
で
は
賑
や
か
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
根
底
に
は
義
景
の
菩
提
を
弔
う
た
め
建
立
さ
れ
た
松
雲
院
の
法

要
と
瀧
殿
権
現
の
わ
び
ま
つ
り
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
一
乗
谷
の
祭
礼
・
年
中
行
事
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
や
内

容
に
朝
倉
氏
が
醸
成
し
た
文
化
的
環
境
や
芸
能
興
隆
の
歴
史
、
城
下

町
繁
栄
の
影
響
が
表
れ
て
い
な
い
か
と
い
う
視
点
の
も
と
内
容
を
み

て
き
た
。
ま
ず
は
越
前
全
体
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
特
徴
を
捉
え
、

現
在
継
承
さ
れ
て
い
る
祭
礼
・
行
事
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
な
が
ら

伝
わ
っ
て
い
る
の
か
を
中
世
の
文
献
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
を
試

み
た
。
越
前
は
雪
深
い
風
土
で
あ
り
春
を
待
ち
わ
び
る
思
い
が
強
い

か
ら
こ
そ
、
新
年
を
迎
え
春
の
訪
れ
と
豊
作
平
穏
を
祈
る
行
事
が
重

視
さ
れ
、
多
く
の
祭
礼
芸
能
・
行
事
が
淘
汰
さ
れ
廃
絶
し
て
い
く
中
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で
、
行
事
存
続
の
意
味
や
内
容
を
付
加
し
、
他
の
行
事
と
も
融
合
し

変
化
し
な
が
ら
も
続
け
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

池
田
の
水
海
の
田
楽
能
舞
の
よ
う
に
、
中
世
の
祭
礼
芸
能
が
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
能
面
ま
つ
り
の
よ
う
に
芸
能
部

分
は
途
絶
え
て
も
神
事
と
し
て
粛
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
事
例
も

あ
り
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
神
田
や
神
役
負
担
な
ど
の
存
続
の

た
め
の
経
済
的
基
盤
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
世

か
ら
近
世
、
そ
し
て
現
代
へ
と
支
配
者
や
社
会
・
生
活
様
式
が
変

わ
っ
て
も
、
共
同
体
の
中
で
存
続
へ
の
新
た
な
意
義
や
仕
組
み
を
構

築
し
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
る
祭
礼
・
行
事
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
越
前
の
祭
礼
・
年
中
行
事
の
発
祥
と
変
遷
を
踏
ま
え

た
上
で
、
一
乗
谷
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
地
は
中
世
の
荘
園

か
ら
城
下
町
の
誕
生
、
滅
亡
、
そ
し
て
谷
間
の
農
村
へ
と
劇
的
な
変

化
を
受
け
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
継
承
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
朝
倉
氏
の
愛
好
し
た
芸
能
は
、
戦
国
大
名
と
し

て
の
格
式
や
経
済
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
盛
大
に
催

さ
れ
た
文
化
行
事
や
神
事
能
な
ど
は
、
そ
の
会
場
と
な
っ
て
い
た
館

や
寺
社
が
焼
失
し
、
芸
能
を
習
得
し
た
武
士
た
ち
や
見
物
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
住
民
た
ち
も
逃
散
し
て
い
っ
た
後
で
は
、
そ

の
遺
風
さ
え
も
残
り
得
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
近
世
以
降
、
農
村
へ

と
変
化
し
て
か
ら
は
、
豊
作
を
祈
願
し
共
同
体
の
団
結
を
高
め
る
た

め
、
い
ん
の
こ
と
の
よ
う
な
年
中
行
事
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ
に
朝
倉

氏
繁
栄
の
記
憶
が
付
加
さ
れ
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
し
た
ん
じ
ょ
う
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
荘
園
の

庄
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
素
朴
で
古
風
な
祭
礼
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
一
万
人
以
上
が
暮
ら
す
城
下
町
と
な
り
、
見

物
人
を
楽
し
ま
せ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
都
市
的
な
祭
礼
へ
と
変
化
し
、

朝
倉
氏
の
顕
彰
の
意
味
も
内
容
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
見
す
る
と
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
創
始
さ
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
戦
国
ま
つ
り
に
も
、
朝
倉
義
景
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
と
い
う

城
下
町
滅
亡
の
歴
史
が
根
底
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
一
乗
谷
の

祭
礼
・
年
中
行
事
に
は
、
朝
倉
文
化
と
こ
の
土
地
が
経
験
し
た
変
遷

の
歴
史
が
、
多
様
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註（1
）　

朝
倉
氏
の
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と

文
芸
の
研
究
』
一
九
七
六
年
、
拙
稿
「
朝
倉
氏
と
芸
能
―
幸
若
舞

を
中
心
に
―
」『
戦
国
大
名
朝
倉
氏
と
一
乗
谷
』
二
〇
〇
二
年
、

「
戦
国
大
名
朝
倉
氏
に
よ
る
芸
能
の
保
護
と
越
前
猿
楽
」『
芸
能
史

研
究
』
一
六
一
号 

二
〇
〇
三
年
。

（
2
）　
『
福
井
県
の
民
俗
芸
能
―
福
井
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告
書
―
』

福
井
県
教
育
委
員
会 

二
〇
〇
三
年
。

（
3
）　
『
福
井
県
史　

資
料
編
6
』
六
六
五
頁
。

（
4
）　

拙
稿
「
越
前
志
津
原
白
山
神
社
の
祭
礼
芸
能
―
能
装
束
に
み
る
芸

能
の
伝
承
と
断
絶
―
」『
祭
礼
と
芸
能
の
文
化
史
』
二
〇
〇
三
年
。

（
5
）　

山
路
興
造
「
中
世
山
村
に
お
け
る
祭
祀
と
芸
能
―
天
竜
川
沿
い
と
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越
前
の
小
祠
・
小
堂
を
中
心
に
―
」『
芸
能
史
研
究
』
六
八
号 

一

九
八
〇
年
。

（
6
）　
『
福
井
県
史　

資
料
編
6
』
六
一
九
頁
。

（
7
）　
『
福
井
県
史　

資
料
編
6
』
六
二
〇
頁
。

（
8
）　

斯
波
政
綿
袖
判
安
堵
状
と
と
も
に
、
同
日
付
け
で
出
さ
れ
た
清
覚

左
衛
門
・
同
衛
門
二
郎
証
状
〔
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）〕（
上

島
孝
治
家
文
書
）
に
は
、
牛
玉
宝
印
を
配
布
す
る
費
用
の
も
と
と

な
る
牛
玉
田
に
つ
い
て
本
物
返
で
買
い
戻
す
旨
や
、
正
月
神
事
で

色
節
（
芸
能
者
）
へ
支
払
う
礼
銭
が
四
貫
弐
百
文
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
確
認
さ
れ
る
。

永
正
二
年
十
月
八
日
之
ら
い
し
本
を
闕
候
て
、
地
家
へ
中
絶

候
間
迷
惑
仕
候
て
、
牛
玉
田
を
永
正
参
年
之
歳
よ
り
此
下
地

を
五
石
弐
斗
五
升
米
之
代
ニ
永
代
地
家
へ
参
置
候
、
但
兄
弟

と
而
此
ら
い
し
も
と
を
本
物
返
に
五
石
弐
斗
五
升
之
分
地
家

へ
出
候
者
、
田
地
を
返
可
給
候
、
殊
ニ
此
就
牛
玉
田
候
て
従　

公
方
様
御
不
審
候
間
、
色
々
申
分
候
て
御
一
行
を
被
下
候
、

御
礼
銭
色
節
ニ
四
貫
弐
百
文
入
候
、
是
を
地
家
よ
り
御
出
候

間
、
則
御
一
行
を
相
副
候
て
参
候
、
米
五
石
弐
斗
五
升
并
四

貫
弐
百
文
、
已
上
此
分
を
そ
た
て
候
ハ
ゝ
、
此
田
地
私
方
へ

可
給
候
、
仍
為
後
日
証
文
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
覚
左
衛
門
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
安
村　

同
衛
門
二
郎
（
略
押
）

　
　
　
　
　

永
正
十
八
年
辛

巳
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　

月
瀬
薬
師
堂
村
人
衆
御
中
江
ま
い
る

（
9
）　

現
在
、
水
海
村
の
オ
コ
ナ
イ
行
事
の
「
水
海
の
ば
い
も
し
ょ
」
は

二
月
十
三
日
に
行
わ
れ
、
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
田
楽
能
舞
と

は
別
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、『
鯖
江
藩
寺
社
改
帳
』〔
享
保
六

年
（
一
七
二
一
）〕
に
は
、

　
　

右
米
三
石
弐
斗
之
訳

　
　
　

五
斗
ハ
正
月
十
五
日
三
番
三
役
米

　
　
　

壱
斗
ハ
同
日
な
る
わ
ひ
役
米

　
　
　

壱
斗
ハ
同
日
あ
ま
で
ん
が
く
役
米

と
あ
り
、
ば
い
も
し
ょ
の
ル
ー
ツ
と
思
わ
れ
る
「
な
る
わ
ひ
」
が

田
楽
能
舞
と
同
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
月
ヶ
瀬
薬
師
堂
と
同
じ
く

一
連
の
正
月
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
10
）　
『
福
井
県
史　

資
料
編
6
』
四
一
三
頁
。

（
11
）　
『
福
井
県
史　

資
料
編
5
』
二
六
頁
。

（
12
）　
『
福
井
県
史　

資
料
編
5
』
二
九
頁
。

（
13
）　
『
仮
面
譜
』
に
載
る
福
来
は
『
時
衆
過
去
帳
』
に
も
法
名
が
記
さ

れ
る
芸
能
者
で
、
応
永
年
間
か
ら
越
前
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
が
、
美
濃
の
関
か
ら
移
住
し
「
越
前
国
一
乗
住
兼
則
」

の
銘
を
刻
む
刀
を
制
作
し
た
刀
鍛
冶
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
は

一
乗
谷
を
拠
点
と
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
14
）　

安
波
賀
春
日
神
社
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
企
画
展
図

録
『
一
乗
谷
の
宗
教
と
信
仰
』
一
九
九
九
年
、
拙
稿
「
吉
田
兼
右

の
神
道
伝
授
と
阿
波
賀
春
日
社
」『
神
社
継
承
の
制
度
史
』
二
〇

〇
九
年
を
参
照
。

（
15
）　

じ
じ
ぐ
れ
祭
り
に
つ
い
て
は
、『
福
井
県
無
形
民
俗
文
化
財
』
一

九
九
七
年
を
参
照
。

（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
主
任
）


